
 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構委託                                   平成 28 年度 

産業別高齢者雇用推進事業 

本ガイドラインの構成 

 

高齢人材の獲得競争が始まります 

若い業界であっても、高齢者雇用への対応が必要になる

のは時間の問題です。また、少子高齢化で労働力人口が

既に減少に転じているなか、戦力となる高齢人材の獲得競

争が始まります。いかに優秀な高齢人材を確保し、活躍し

てもらえるかが、企業の競争力を左右します。 

当業界内でも、多くの企業が高齢者の積極的な雇用の 

必要性を認識しています 

 当業界内でも、多くの企業が高齢者の活躍の必要性を認

識しています。アンケート調査でも、高齢者の積極的な雇用

の必要性について、「大いに必要」ないし「必要」と回答した

企業が 65.7％に上っています。 

既存社員の継続雇用だけでなく、現場の管理監督や技

術指導、営業開拓の戦力として、高齢人材を中途採用して

いる企業もあります。 

■図表 高齢者の積極的な雇用の必要性 

 

高齢者が活躍できる環境をつくることができるかどうか

が、人口減少時代の企業の成長の鍵です 

 アンケート調査では、「既に制度整備をしている企業」は

全体の 23.3％。先進的な企業は、将来の人口減少・高齢化

の更なる進展を見据え、取り組みを開始し、企業の成長へ

とつなげていこうとしています。 

■図表 高齢者の継続雇用に向けた制度整備 

 

法律上でも、希望者全員を 65 歳まで雇用する仕組みの

導入が求められています 

製造・請負派遣業は他の業界に比べると若い業界です

が、当分の間 60 歳に達する労働者がいない場合でも、継

続雇用制度の導入等を行わなければなりません。 
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製造請負・派遣業は、他産業と比較して年齢構成が若いため、企業の認識にばらつ

きがある一方、早めの対策が取りやすいというメリットがあります。また派遣先、請負先

が、高齢者雇用について理解していないために、高齢者雇用が進まない面があるた

め、メリットを伝えることなど理解促進を図ることが必要です。本ガイドラインでは、高齢

者の活躍に向けたポイントを４つにまとめています。また使い方として、各企業が自社

の置かれた状況や抱える悩み別に、関連するページを参照することもできます。 
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●現在在籍している従業員に高齢期も活躍してもらう 

●社内にいない経験・技術のある高齢者を確保する 

（元取引先社員等） 

●不足する若手に代わり、製造請負・派遣現場で高齢 

者の活躍を促す 

 

■図表 今後の無期雇用者の定年到達のピーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者活躍に向けたポイント 
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≪高齢者の活躍に向けた４つのポイント≫ 

１ 法律に則った社内制度を整えましょう 

■定年年齢を６５歳未満としている事業主に対して、「高年

齢者雇用確保措置」の実施を促しています。今後の高齢化

を見据えて、改めて、自社の制度を見直してみましょう。 

２ 中高年従業員向けのキャリア形成支援・意識啓発など

早めの対策をとりましょう 

■定年間際になってから始めるのではなく、当業界従業員

のボリュームゾーンでもある４０歳代から将来に向けた意識

啓発などの支援を始めることが求められています。 

＜他業界の具体的な取組事例＞ 

 
 

３ 取引先企業等への高齢者受け入れの理解促進を図り

ましょう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アンケート調査から、請負・派遣の中高年スタッフに対す

る、取引先企業からの懸念はまだまだ高いという実態が明

らかになっています。 

※取引先企業からは、高齢者の従業員に対して、安全面

（労災等）や業務のパフォーマンスが劣ること等について懸

念が示されることがあるようです。 

■製造・請負業での高齢者活躍を進めていく上では、取引

先企業の理解は必要不可欠です。 

■取引先企業の高齢者雇用に関する不安や懸念の低減、

さらには理解を得るための対策法 

① 高齢者を雇用するメリットを伝える 

② ロールモデルを構築し、信頼関係をつくり、横展開を目

指す 

③ 作業現場の改善提案・作業分解（請負のみ） 
 

４ 製造請負・派遣スタッフとしても、高齢者が活躍できる環

境を整えましょう 

■今後、高齢者に戦力として活躍してもらうための、環境づ

くりのポイント 

① 高齢者は戦力 

② 高齢者の特性を活かした分野・新領域の開拓 

③ 「年齢」ではなく「人」をみている 

④ 適性検査の実施とデータの蓄積 

 

●多くの企業では定年到達者がほとんど出ていない 

●雇用管理が、自社・請負先／派遣先にまたがる 

●請負先／派遣先の理解・協力が必要 

●本部・事務所と請負・派遣現場それぞれの従業員 

への取組が必要 

Check2   高齢者に活躍してもらう姿は 

様々な形が考えられます 

◆当業界では、高齢化の実感がない企業も少なくないも

のの、全体としては、確実に従業員の高齢化は進みつつ

あります。しかし、他業界と比較して年齢構成が若いた

め、早めの対策が取りやすいというメリットがあります。 

◆高齢者が増えてから対策を講じるのではなく、必ず訪

れる高齢者の増加の前に、高齢者の活躍を促す視点

で、社内制度・支援体制の整備や、取引先との関係の構

築を進める方が、御社にとってメリットが大きいです。 

 

Check1    製造請負・派遣業ならではの 

高齢者活躍のポイント・留意点 

 


